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 当ＮＰＯ法人の通常総会を次のとおり開催

しました。 

総会は会員数４１名のうち３０名（うち委任

状の方が１０名）の方が出席し、活発な議論の

結果、議案は満場一致で可決決定しました。 

１９年度事業報告では、これまでの各部会活

動（コンテナ、木材、東部地区、環境）に加え、

新たに鉄鋼スラグを用いた水辺環境改善調査

の報告がありました。この調査研究は２０年度

も引き続き実施していく事業計画として決定

しました。 
理事は任期満了になりましたが辞任した石

渡理事を除いて全員が再任されました。石渡理

事には木材部会を中心に活動いただき木材を

めぐる問題を分りやすく報告書にまとめてい

ただきました。心からお礼申し上げます。 

総会後にはささやかな懇親会を開きました。

今年は当ＮＰＯの活動が３年目に入ることか

ら、新しい事業の提案や新会員の勧誘等、今年

度事業の推進について大いに議論が盛り上が

り、心を新たにした懇親会でした。 
（清水 記） 

 

 

 

総会風景                    総会後ささやかに懇親会 
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NPO 法人 

首都東京みなと創り研究会 

 

日 時 平成 20 年 5 月 21 日(水)午後３時から 

場 所 東京浜松町海員会館 第１会議室 

 

総 会 次 第 

 

１ 開会の辞 

２ 資格審査 

３ 役員の紹介 

４ 議長選出（議事録署名人の選出） 

５ 議 事 

 第１号議案平成１９年度事業報告 

 第２号議案平成１９年度収支計算 

 会計監査報告 

 第３号議案平成２０年度事業計画(案) 

第４号議案平成２０年度収支予算(案) 

第５号議案役員の選任 

その他 

６ 議長解任（議事録署名人解任） 

７ 閉会 

 



 

「「東東京京港港みみななとと祭祭りり」」ボボラランンテティィアア活活動動        

 
 平成２０年「東京みなと祭り」は、５月２

４、２５日の両日に晴海ふ頭をメーン会場に開

催されました。「東京みなと祭り」では、東京

港に輸入されるバナナ等の物販、東京港を利用

している帆船や東京で活躍している浚渫船の

見学公開、ドラゴンボート大会等盛りだくさん

のイベントが開かれました。イベントのひとつ

に、一般都民から乗船希望者を募った、港内の

体験乗船が２５日に企画されました。 
当 NPOではみなとに関するボランティア活
動の一環として、かねてより、みなと祭りへの

参加を検討してまいり、港湾局と打ち合わせた

結果、このクルージングに乗船して港内の案内

等の活動をすることにしました。 
 ボランティアに参加する会員を募集したと

ころ、小倉会長を始め１１名の会員が参加する

ことになりました。体験乗船の船は「シンフォ

ニー」（日の出ふ頭、１０時発）、「レディクリ

スタル」（青海ターミナル、１０時半発）、「ス

ーパーシティ」（青海ターミナル、４時半発）

の３隻で各船ともおよそ１５０名の都民が乗

船し、各船に会員が案内人として５名づつ乗船

しました。 

当日は午前中はあいにくの強い雨でしたが

多くの都民が参加しました。コースは、出航場

所により順序が変わりますが、旧港地区から台

場をとおり、レインボーブリッジをくぐり青海、

大井７バースあたりで引き返す約１時間半の

航程でした。 
 この間、マイクで船外の施設の説明をすると

ともに、身近にいる案内人が乗船者からの質問

に答えたり、記念写真を撮ったり、話し相手に

なったりと活発に活動しました。 
ちなみに、この機会に、当 NPOの名前とロ
ゴマーク入りの野外活動用のジャンパーと帽

子及び腕章を新調し着用しました。今後も野外

調査等に活用していきます。 
 夕方出航の船は、雨も上がり、帰港するころ

には夕焼けも見られ、皆さん晴れ晴れとしてお

られました。 
 乗船者の質問、感想で多かったのは、大井コ

ンテナのガントリークレーンの折れ曲がって

いる理由、コンテナ船の船腹には何段積んであ

るのか、台場に続く緑の島（旧防波堤）は何か、

湾岸警察署はどこか、レインボーブリッジの下

から見た巨大さに感激等々でありました。下船

する際に、「去年も体験乗船に来たが、今年は

去年と違い、説明の人が居て港のことが良くわ

かりました、有難うございました」の一言は、

我々今回のボランティア活動をしたことの大

変な励ましとなりました。参加会員は小倉（健）、

小倉（隆）、柿崎、高野、高橋（清）、金子、中

野、室井、盛野、大野（皓）、清水の皆様でし

た。（大野 記） 
 

  NPOロゴ入りのジャンパー、帽子 
 

デッキでの案内 

船室内での案内 



 
  「中国・上海港湾調査報告書」が完成しました。 

 

平成２０年２月２４日～２７日までの期間､

ＮＰＯ法人有志による中国・上海港湾の現況調

査を実施してきましたが､このたび報告書が完

成しました。 
進展めざましい中国港湾事情、特に中国経済

の発展に呼応するが如くに建設された（進行

中）、世界に例のない雄大な洋山深水港の現状

レポートとあわせ、臨港新城地区、外高橋、並

びに上海通運（日通）さんの日本顧客要望にあ

わせた一貫物流システム管理等の現場を視察、

レポートしています。 
また、東京港を視野に入れた参加者の目で、

様々な角度からの感想や意見等を収録した「参

加者の記録」を掲載しています。世界の港湾の

状況を把握する一助になれば幸いです。 
なお、報告書はＣＤ版にても発刊しておりま

すので、報告書とあわせ、必要な方は当ＮＰＯ

までご連絡下さい。（小屋 記） 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄鋼スラグを用いた水辺環境改善調査現地調査開始 

 

 鉄鋼スラグを用いた実験堤（写真右）は、城

南島北西海域に構築し、いよいよ、実海域での

環境改善の効果に関するモリタニング調査に

着手しました。実験堤は、効果を比較するため

天然石を用いた実験堤（写真左）と合わせ２基

を、４月１９日工事に着手し５月１２日に完成

しました。モニタリング調査は、今後、実験堤

の安定性や四季を通じて底質・底生生物・付着

生物・水質の変化等から環境改善の効果を調べ

ていきます。写真は、施工後１ヶ月目の調査と

して６月１６日に実施された実験堤の強度試

験・底質・底生生物調査を当 NPOが現地立会
いを行っているところです。（林 記） 
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                 会員の皆様の投稿をお待ちしております 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                事務局長  大野 皓一郎  090-6018-1013       

                事務局   清水 武雄   090-3427-0370 

 

 １９年度総会も無事終わり、当ＮＰＯの３年度目にあたる新たな年度に入りました。 
本号で御紹介していますが、２月下旬に調査した、上海港湾調査の報告書が出来ました。参加者の

貴重な体験談等一読の価値がありますので、興味のある方は事務局まで一報ください。 
また、みなと祭りの記事で紹介しました、すてきな野外活動用のジャンパー等については、当

NPO の一般の方への周知用です。まだ予備があります、今後新たに野外調査等に参加する会員の
方にはお配りしますので奮って御参加ください。 
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ア
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ま
で
は
当
た
り
前
の
こ
と

と
し
て
事
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を
開
始
す
る
際
に
は
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組
ん
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い
る
こ
と
で

す
が
、
ひ
と
む
か
し
前
は
・
・
・ 

 

東
京
港
の
埋
立
地
の
免
許
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
斉
に
期

限
が
き
て
、
延
伸
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
港

湾
計
画
の
変
更
に
伴
う
内
容
変
更
も
含
ま
れ
て
い
た
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丁
度
こ
の
時
期
「
港
湾
法
」
の
改
正
が
あ
り
、
港
湾
計
画

の
策
定
、
埋
立
免
許
申
請
な
ど
の
際
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
運
輸
省
か
ら
「
免
許

の
変
更
手
続
き
の
際
も
同
様
で
あ
る
」
と
の
指
導
を
受
け
、

都
港
湾
局
で
初
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
取
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
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今
は
亡
き
鬼
頭
副
主
幹
（
当
時
）
の
も
と
に
関
係
者
（
若

手
）
が
集
め
ら
れ
、
日
比
谷
の
お
堀
端
に
あ
っ
た
三
菱
総
研

の
事
務
室
に
缶
詰
に
な
っ
て
、
分
厚
い
評
価
書
を
ま
と
め
ま

し
た
。 

 

法
律
も
条
例
も
な
い
時
期
、
メ
ン
バ
ー
で
議
論
し
な
が

ら
、
資
料
を
集
め
、
加
工
し
、
計
算
条
件
の
指
示
を
出
し
、

報
告
書
の
添
削
に
と
、
夜
遅
く
ま
で
取
組
ん
だ
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
こ
の
東
京
港
の
免
許
ア
セ
ス
が
全
国
の
先
例
と

な
り
、
受
託
し
た
三
菱
総
研
は
ア
セ
ス
の
専
門
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
名
を
馳
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

期
限
ま
で
に
必
要
部
数
の
図
書
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
最

後
は
コ
ピ
ー
機
の
ス
ピ
ー
ド
が
問
題
と
な
っ
た
時
代
の
話

で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
当
時
取
り
組
ん
だ

港
湾
計
画
ア
セ
ス
や
埋
立
ア
セ
ス
は
今
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
計
画
ア
セ
ス
」
で
あ
り
「
総
合
ア
セ
ス
」
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 
 

も
と
と
な
る
法
律
は
も
ち
ろ
ん
「
港
湾
法
」
、
管
理
を
港

務
局
あ
る
い
は
自
治
体
に
任
せ
て
い
る
画
期
的
で
、
民
主
的

な
法
律
（
当
時
研
修
で
そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
）
だ
か
ら

こ
そ
の
仕
組
み
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
の
後
、
条
例
や
法
律
が
整
備
さ
れ
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
は
定
着
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
ア
セ
ス
逃
れ
や
早

い
者
勝
ち
と
い
っ
た
、 

単
独
の
事
業
ご
と
の 

評
価
に
よ
る
ア
セ
ス 

の
問
題
点
が
出
て 

き
た
こ
と
を
考
え 

る
と
、
当
時
取
り 

組
ん
で
い
た
こ
と 

は
、
時
代
の
先
を 

行
っ
て
い
た
と
胸 

を
張
れ
る
の
で
は
。 

高
野 

一
男


